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秋冬・魅惑の温泉空間

【大特集】温泉という究極の癒し空間を、あらゆる角度から切り取る
残暑過ぎ去るなか、男の隠れ家の鉄板特集・秋冬に訪れたい温泉郷や温泉宿を紹介する特集号。
多くの日本人にとって最も身近で、究極の癒しといえる温泉。とくに四季折々の町を旅して、
湯に浸かる贅沢は何物にも勝ります。視覚や味覚、聴覚などあらゆる五感に働きかける温泉の癒し力を、
さまざまな切り口で掘り下げてご紹介。なぜ、人々は温泉に魅了されるのか、そして今訪れたい
魅惑の温泉地とは？。

【巻頭グラビア】秋冬に訪れたい絶景温泉
紅葉や雪景色など日本各地の美しい温泉宿とその出で湯を紹介。

【第一特集】秋冬に訪れたい、極上の温泉宿
酸ヶ湯温泉や蔦温泉、銀山温泉、鶴の湯温泉など、一度は泊まってみたい温泉名宿を紹介する大特集。
今回は宿の概要を紹介するだけでなく、もう一歩踏み込んで、いかに“空間”として魅力的なのかを
写真だけでなくイラストや間取り図なども用いて具体的に紹介。
温泉街が醸し出す雰囲気、絶景、泉質、料理、貸切風呂や露天風呂付き客室など
それぞれの宿が持つ魅力をさらに深く際立たせるような記事でお伝えします。

【第二特集】一度は訪れたい日本の温泉郷
喧騒を離れて日頃の疲れを癒したいという方も多いはず。一人で、あるいは二人で。
ゆっくりと過ごせるおすすめの温泉郷と見どころを紹介します。
例：乳頭温泉郷や、奥入瀬渓流温泉、奥飛騨温泉郷など

【第三特集】多忙なあなたへ…全国の人気日帰り湯殿
箱根の天山湯治郷や泉天空の湯有明ガーデンなど日帰り利用も可能な、
立ち寄り温泉施設を紹介。
※例：万葉倶楽部、有馬温泉太閤の湯、
鬼怒川温泉あけび、江の島アイランドスパ、
伊豆伊東温泉東海館 など

【コラム】
・温泉がもたらすリラックス効果とは
・日本の混浴文化とマナー
・新鮮な温泉に入ろう（松田忠徳先生など）
・移住・二拠点生活のすすめ〜温泉郷で暮らす など

【お問合せ】 株式会社三栄 第二営業企画局Mail : koukoku@san-ei-corp.co.jp

～この企画に関するより詳しい内容・不明点は各担当者にご連絡下さい。～

※特集内容は変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。

WEBと本誌掲載セットのお取り組みも可能です。
タイアップご希望の場合には、特別料金のご案内もございます。
詳細は営業担当までお問い合わせください。
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